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ヒッタイト文化とヘブライ語聖書における神の概念
―神の表現―

アダ・タガー＝コヘン

要旨

　今日、紀元前第二千年紀後半に栄えたアナトリアのヒッタイト人と、紀元前第一千
年紀前半にカナンの地に存在した古代イスラエル諸王国との間に直接的な文化的つな
がりがあったことを指摘する研究者は少ない。しかしいずれの文化も、南はエジプ
ト、北はアナトリア、東はメソポタミアとの間に深い交流があった古代中東圏に属し
ており、以下に検討するように、両者の宗教的概念と実践には共通の土壌が存在して
いた。
　本稿では、神々、女神、およびその祭儀も含め、ヒッタイトの神の概念を取り上
げ、古代イスラエルの宗教儀式と信仰との関連性を明らかにしてゆく。またヒッタイ
トの神の特有の性格を幾つか指摘するとともに、こうした特徴を通して、古代イスラ
エルの伝承の解明を図る。

キーワード：�ヒッタイトの神、古代中東、聖書、古代イスラエル、一神教

１．はじめに

　紀元前第二千年紀後半の時代に中央アナトリアから北シリアに勢力を拡大したヒッタ
イト人は、古代中東の文化圏に属し、近隣の民族から多くの文化を吸収するとともに、
彼ら自身も、近隣諸国、特に北シリアの習慣や祭儀に影響を及ぼした１）。現在、アナト
リアのヒッタイト人と、紀元前第一千年紀前半にカナンの地に存在した古代イスラエル
諸王国との間に直接の文化的つながりがあったことが指摘されることはほとんどない。
しかしいずれの文化も、南はエジプト、北はアナトリア、東はメソポタミアとの間に深
い交流があった古代中東圏に属しており、両者の宗教的概念と実践には、検証に値する
共通の土壌が存在していたのである２）。ヒッタイトの神の概念における幾つかの特徴
は、第二イザヤ書に見られる厳密な一神教的思想が台頭する以前の聖書の神の概念を解
明する手掛かりとなる。以下にヒッタイトの神の代表的な特徴を紹介し、その上で古代
イスラエルの資料を検討して、両者の関係性を明らかにしたいと思う。
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２．ヒッタイトのテキスト

　ヒッタイトのテキストは、そのほとんどが古代遺跡から出土した粘土板に刻まれたも
のである。その中には翻訳文書もあれば、アナトリア内の異民族や、メソポタミアなど
の近隣諸国の諸民族に起源を持つ宗教儀式や習慣が記録されたものもある。以下に、
シュッピルリウマ1世に始まりその後継者に引き継がれたヒッタイトの新王国時代（紀
元前1400年－1200年）のテキストを取り上げ、そこに見られるヒッタイトの神の概念を
中心に記述する。こうした文書は、たとえ他所から借用されたものや翻訳されたもので
あったとしても、ヒッタイトで編集されている以上そこにはヒッタイトの文化及び宗教
観が反映されている。
　ヒッタイト人は、神が人間よりも強く、不死であることを除き、神の世界も人間の世
界も同じようなものだと考えていた。神々は死なないが、新しい神が誕生するため、以
前から存在する神は「古い神々」と呼ばれていた。こうした神は家族に関連する神であ
り、ヒッタイト語で �������３）と呼ばれる集会で集団となってその務めを果たしていた。
　神の力はどのような形でも、またどの場所にも顕現するとヒッタイト人は信じてい
た。現にヒッタイトのテキストでは、シュメール語の ������という文字が神々の名前
の前だけでなく、山や泉、石、神殿の前にも用いられている。神は星や地上に存在する
多種多様な物質や、気象現象だけでなく、死者の魂や悪魔の中にも宿っていた４）。天上
にも、地上にも、冥府にも存在していたのである。
　神を意味するヒッタイト語の単語 	���は、ギリシャ語の �
��（神）の起源となる古
印欧語であり、	�������	���������という形で表記される場合もある５）。このうち
	���������という単語は具現化した神の像を指しているものと思われる６）。またこの単
語（	���）には、抽象概念としての神や具体的な形の神（神の像または象徴）を意味す
る幾つかの変化形がある。ヒッタイトの神像は、木材、石、金属などで造られ、宝石で
飾られていた。人間の形をしているものもあれば、雄牛、鳥、鹿などの獣神の姿をした
ものもあり７）、またサイズは小さなものから人間大のものまで様々で、太陽円盤などで
象徴されるものもあった８）。具現化した神はヒッタイト語で �	������		���というが、こ
れは人間の形をした像・姿という意味である９）。また 	����という単語は、主に人を
呪ったり病をうつしたりするための儀式で用いられる小型の置物や像を指す10）。
　ヒッタイトの神々は、自分がどのような姿や形で顕現するかを選び取ることができ
た。儀式に関するあるテキストには次のように書かれている。「彼はやって来て女神を
称えるであろう。さらに彼女（女神）が �	
�������を好まれるのであれば、彼は彼女
を �	
�������の形で具現化させるであろう。しかしそうでない場合は、彼は彼女を
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�������
���として具現させるであろう。あるいは彼女を像の形にする（崇拝する？）
であろう」11）。ヒッタイトのテキストには、ヒッタイト語で ������	
��という名の神殿
が数多く登場する（��������LIMという表意文字で表記されることもある）が、これは
「神の家」という意味である。
　またヒッタイトのテキストには、膨大な数の神や女神の名前が記されている。ヒッタ
イト人自身この神々の大集団を「千の神々」と呼んでいた。問題は神々の数が多いこと
ではなく、こうした神々が様々な宗教的伝統に起源を持っており、ときとしてその区別
が難しいということである。ほとんどの場合、言語学的根拠を基に区別が行われるが、
地理的要素が勘案されることもある。以下の定型のあいさつ文からも分かるように、
ヒッタイトのテキストでは神々という概念が一つの集合体としてとらえられている。

（わが）主（パランナ）、わが愛する父、わが女主人、わが愛する母に申し上げます。
あなたの息子、タルフンミヤはこう語ります。「（わが）主にとって万事うまく運びます
ように。千の神々があなたがたを生かし続けてくださいますように。神々があなたがた
をその手にやさしく包み込み、守ってくださいますように！神々があなたがたに命と健
康と活力と長寿を、そして神の愛と神の厚意、魂の喜びをいつまでも与えてくださいま
すように。そして神々が、あなたがたの求めるものを与え続けてくださいますよう
に」12）。

　このあいさつ文では、「千の神々」が人間に益や害を及ぼす神の力の集合体として理
解されている。

３．ヒッタイトのパンテオンの国民的特徴

　イタマル・ジィンガーは、神の世界に対するヒッタイトの理解をテーマとした興味深
い論文を著し、その中で「ハッティの千の神々」の定義を検討するとともに、ヒッタイ
トの国民的、宗教的自意識について歴史的考察を加えている13）。テキストからも分かる
ように、ヒッタイト人は自分たちに益する神ならどの神でも崇拝していた。つまり異邦
の神々も自分たちのパンテオンに加えていたと考えられるのである。ジィンガーはヒッ
タイトのパンテオンを「どこまでも成長し続けるパンテオン」と呼んでいる14）。これは
正式に認められた国家のパンテオンであり、ヒッタイト帝国の拡大とともに規模を増し
ていった。しかし後に明らかになるように、シュッピルリウマ1世の治世以降、このパ
ンテオンはヒッタイト中心地の地理的境界線によって厳密にその範囲が限定されてい
く。テキストが編纂されたのはこの頃である。
　ヒッタイトのテキストには一連の神々の名が共に階層的に記載されており、その中に
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パンテオンの概念を見ることができる。こうした神々の名はそのほとんどが国際条約と
宗主権条約、および祈りの言葉の一部として今日に伝えられているものである。一連の
神々に言及した最も重要な祈りは、ムワタリ2世が個人的に崇拝していた稲妻の嵐神
����		�		�に捧げたものであるが、この件については後ほど考察する。
　ジィンガーが上記の論文で述べているように、古ヒッタイト王国の時代にはシリアの
神々との間に接点が築かれ、アレッポの神々がハットゥシャの信仰に統合された。ハッ
トゥシャの信仰はもともと古代ハッティ人の土着のパンテオンとヒッタイト人の印欧系
の神々を基礎にしていたが、アナトリアの南部と北部シリアがヒッタイトの領土に組み
込まれると、フルリ人とルウィ人の神がハットゥシャにもたらされ、パンテオンはその
規模を拡大していった15）。ヒッタイト人は「習合的」な方法で神々に接していたと言わ
れている。この点に関して最も頻繁に引用されるのが、紀元前13世紀のプドゥヘパ王妃
の祈りの一節である。この中でプドゥヘパ王妃は、ヒッタイトのパンテオンの最高位に
座すアリンナの町の太陽女神を、北シリアのフルリの女神ヘバトと同一視している。
「おおアリンナ（の町の）太陽女神よ、わが女主人よ、あなたはすべての土地の女王！���
ハッティの土地ではあなたはアリンナの太陽女神と名乗っておられますが、あなたが
造った杉の国（シリア）では、ヘバトと名乗っておられます」16）。
　ヒッタイト帝国の後期時代を通して、ヒッタイトの王家はフルリ系の神々と伝統的な
ヒッタイトの神々を平等に崇拝していた。ただしヤズルカヤ遺跡の岩に彫られたレリー
フをはじめ、現存する図像には、フルリの影響が色濃く表れている17）。パンテオンに正
式に含まれる神々は、太陽神と嵐神、守護神／女神、および運命の神や健康の神などで
構成される。彼らを牽引するのが、ハッティの嵐神とアリンナの太陽女神であり、ヒッ
タイトの地上の王と王妃に対応するヒッタイトの神々の王と王妃であった。
　神々の特徴の中でとりわけ重要なものがその地域性である。神々の名は、地域とのつ
ながり、すなわち神々が暮らし、自分の神殿を持つ町（同じ神殿に別の神々も一緒に祭
られていた場合もあったが）との結び付きを通して認識されていた。その意味でムワタ
リ2世の祈りの言葉はとくに重要性が高い（����381）。ジィンガーはこのテキストを再
編集し18）、一連の神々の名が、アリンナ、カタパ、ツィッパランダなど首都ハットゥシャ
近辺の名高い祭儀拠点に対応する形で列挙されていることを突き止めた。どの土地にも
町の神とその配偶者が存在し、山や川も祈りで言及された。「ツィッパランダの嵐神、
ダハ山、ツィッパランダの男神、女神、山そして川よ（	��57－58）」。またネリカ（の町）
の嵐神、サリッサ（の町）の嵐神、フルマ（の町）の嵐神などの神の名も唱えられてい
る。つまりこのテキストには、ムワタリ2世統治下のハッティの中心地を区切る境界の
地名が列挙されているのである。この点についてジィンガーは次のように述べている。
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地域の神々の名をこのように書き連ねた者にとって、ヒッタイトの神々の集会を構成す
るのは、ヒッタイト王国の中心地、すなわちハッティの地所（ハリュス川湾曲部）、高
地地方、イシュワ、キズワトナ、そして低地地方の神々であった。［略］ここに名前が
挙げられた神々の土地は、ヒッタイトの勢力圏に限られていた。［略］南部および南東
部の地域では、フルリ系、メソポタミア系、およびシリア系の神々が重要な存在であっ
たが、これは決して、ヒッタイトの神々の集会がこうした遠方の地域にまで及んでいた
からと解釈すべきではない。これらの神々は様々なアナトリアの祭儀に導入され、何世
紀ものときを経て、こうした祭儀に欠かせない存在となった19）。

　このように一連の神々の名は、「ヒッタイトの神々」と土地の間に直接関係があるこ
とを示唆している。つまりハッティの土地はその神々によって代表されているというこ
とである。テキストに記されているように、この土地では、これらの神々は皆「ハッ
トゥシャ式の作法で」（�����	�	�����）崇められていた20）。
　ヒッタイト人は、ヒッタイト系以外の神々を「敵の土地の神々」と呼んで区別してい
た21）。敵地を征服することができるように、ヒッタイト人は敵の土地の神々に対し、そ
の土地を見捨てて自分たちの王に加勢するよう祈った。ただしこれらの神々がヒッタイ
トのパンテオンに加えられたわけではない。ヒッタイトの神の集団（神の集会）は一つ
の単位として行動し、「ハッティの土地」を代表していた。つまり異邦の神に対峙する
ハッティの国家的象徴だったのである22）。異邦の神々の像は多くがハットゥシャに運ば
れ、殆どの場合戦利品として各地の神殿に安置された23）。「ハットゥシャ式の作法で」
崇拝される場合もあったが、それはあくまでも敬意の念から行われたものであった。異
邦の神々は、彼らが支配する土地でこそ重要な存在であり、だからこそその土地の征服
に力を貸すよう求められていたのである。儀式に関するテキストには異邦の神々が大勢
登場するが、こうした神々がヒッタイト人の信仰を集めていたことは十分に実証されて
いない。ヒッタイト人は、神は土地に宿るものと考えていた。そのためその神が祭られ
た現地の神殿で礼拝を行うことが必要であった。祝祭の時期になるとヒッタイトの王や
王妃、王子たちがハッティ中心部の町を足繁く訪れ、それぞれの町の神に祈りを捧げた
のもそのためである24）。こうしたことから、ハッティの文書に記されたヒッタイトの宗
教は総じて王家の宗教を示しており、その意味で国家的性格を色濃く帯びていると言え
るだろう。

４．神とその信奉者の関係性

　前述したように、ヒッタイトの文書は大半が王家の所蔵であるため、その内容は王家
や国家の宗教に関するものがほとんどである。王家の祈りでは、祈りを捧げる王族が、
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主従関係において神の直接の僕（しもべ）と位置づけられており、これが人間と神の関
係に対するヒッタイト人の理解を形成していた。ムルシリ2世の以下の祈りにもこうし
た理解が反映されている。

おお神々よ、わが主よ！昔日よりあなたは［人間］に心を寄せられ、決して人類を見限
られることが［ありませんでした］。かくして人類は［増え］、あなたの僕（しもべ）は
数を増やしました。僕（しもべ）は神々のために絶えず支度を整え、［わが］主よ、パ
ンと神酒を捧げます25）。

　神に向けられた王や王妃の訴えや祈りには、必ず「わが主／わが女主人」「あなたの
僕（しもべ）」という言葉が使われている。神と人間の関係性は、ハットゥシャの神殿
職員に対する以下の指示にも見ることができる。

人の魂と神々の魂に何らかの違いがあるだろうか。否！決してそうではない！魂は一つ
であり、同じである。奴隷が主人の御前にはべるとき、彼は身体を洗われ、清潔な（衣
服）を着せられる。［略］神々の魂に何らかの違いがあるだろうか。奴隷が主人を怒ら
せたなら、主人はその奴隷を殺すか、奴隷の鼻、両眼、両耳を傷つけるかもしれない。
または彼（主人）は、奴隷、その妻、その子ども、その兄弟姉妹、その姻族、その家
族、その男または女の奴隷を捉える（だろう）。あるいはただ彼を呼びつけるだけで、
何もしない（かもしれない）。しかし彼が死ぬときは決して一人ではない。その家族も
彼と行動を共にする（����264��	��21－33）26）。

　こうした関係は神に対する人間の依存度を大きく高め、人間に対し、常に主人、すな
わち神々や女神を満足させることを要求する。現にヒッタイト人は、神々が満足してい
るかどうかを知るためにメソポタミアから導入した神託制度を独自に発展させ、神の意
思を確かめていた27）。神託が行われたのは、王が病に倒れたときや疫病や天災が発生し
たとき、あるいは戦争に負けたときなどである。最も重要な問いは、まず、こうした事
態を招いたのはどの神であるかを発見することであり、続いて、その神が何に対して
怒っているのか、そして、どうしたらその怒りを鎮めることができるのかということで
あった。この他にも、王の冬季のハットゥシャ滞在が安全かどうか28）、あるいは神が特
別な衣類や新しい召使を所望しているかどうかということについても神託が求められ
た29）。
　王家には神々の世話をする義務が課せられていた。中でも神々の宿る地上の場所、す
なわち家や家具、衣類などの神々の所有物が置かれた場所は、神殿の仕組を通し、かつ
王の指示に従って維持することが必要であった。ヒッタイトの歴代の王にとって、神官
の手で神々を手厚く遇することは重大な関心事であった。特定の祭儀所の神官に対して
は王が自ら頻繁に指示を与えており、この事実が神官の任務がいかに重要であったかを
物語っている30）。
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　神は常に応じてくれるわけではなく他国に去ってゆくこともあった。そのため儀式を
執り行って神を呼び戻すことが必要であった。神の不在が恐ろしい事態を招くことを伝
えているのが、嵐神テリピヌの神話である。怒りに駆られた嵐神テリピヌは、この世界
を去り、すべての人間、木々、動物に死や苦しみを与えた。熟練者の魔術的な儀式に
よって、テリピヌの怒りは鎮まり、自分の国の面倒を見るために戻った31）。同じことは
神々の召喚の言葉の中にも見ることができる。以下に紹介するのはアリンナの太陽女神
への祈りである。

［おお、アリンナの太陽女神よ！偉大な誉れ高き女神よ！］［王にしてあなたの僕（し
もべ）である］ムルシリが、こう言って私をあなたの元につかわしました。「行ってわ
が［女主人］アリンナの［太陽女神］に伝えよ。『私は［アリンナ］の太陽女神、私の
崇拝する［女神］に祈ろう。［おお誉れ高き］アリンナの太陽女神よ、あなたが［神々
と共に］天におられても、海におられても、山をそぞろ歩いておられようとも、あるい
はあなたが［闘いのために］敵地に赴かれていようとも、この甘き香り、杉と油が今あ
なたを私の元に呼び戻しますように』。」（そして女神の心を和らげるために、杉と油、
パンと神酒が捧げられる）32）。

　神々のもう一つの性質は、たとえ神々が特定の場所（地域や都市）を所有し、そこで
暮らしていたとしても、神々自体は本質的に宇宙の一部であるということである。ある
地域や都市の住民が神に対して罪を犯し、神の怒りを買った場合、神はその地を去っ
て、その住民と敵対する者の側に回ると信じられていた。たとえばヒッタイトの王が敵
の都市を包囲したときには次のような儀式が行われている。一人の巫女が様々な色の布
を使って7本の道を作り、その上に食物や儀式の品々を並べて、次の言葉と共に（男女
の）神々を呼び出した。「見よ！敵の町の神々よ［略］これらの布があなたの道となり
ますように。この（道）を通って出て行ってこちらに来て下さいますように！（ヒッタ
イトの）王の味方となり、あなたの土地を見捨てられますように！」33）。こう唱えた後
巫女は敵の町の神々に生贄を捧げ、食べ物とビールを供えて、これを食してヒッタイト
王の側につくよう繰り返し神々に呼びかけたという。儀式が行われる間、ヒッタイトの
王はその場に立ち会っていたと思われる34）。
　テリピヌの神話では災いが世界中に及んだが、一人の神の力が個人に働きかける場合
もあった。とくにヒッタイト人の間には個人神という概念があり、ヒッタイト語で
����������������������（文字通り解釈すると「私の頭の神」の意味）あるいは単に
	������（「私の神」）と呼ばれていた35）。ハットゥシリ3世は、ハッティの王座へと導い
てくれた彼の個人神、女神イシュタルに次のような感謝の祈りを捧げている。
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女神の命により、私は神官ペンティプシャリの娘プドゥヘパを妻にめとりました。私た
ちは（婚姻）し、［そして］女神は私たちに夫［と］妻の愛を与えてくださいました。
私たちは息子たち［と］娘たちをもうけました。わが女主人があるとき私の夢枕に立ち
（こう告げられました）。「（あなたの）家族ともども私に仕えるように！」。そこで私は
家族とともに女神の僕（しもべ）となりました。私たちが作った家の中で女神は私たち
と共にあり、私たちの家は栄えました。これこそわが女主人、イシュタルの寵愛でし
た。［略］かくして私はハクピシュの王となり、妻はハクピシュの［王妃］となったの
です36）。

　個人神はその信奉者に恩寵を与えた。ハッティの偉大な王妃プドゥヘパは、エジプト
王ラムセス2世に送った書簡の中でこう語っている。

それを成し遂げたのは私の個人神です。アリンナの太陽女神が嵐神、ヘバト、シャウ
シュカ（と共に）私を王妃の位につけたとき、彼女（個人女神）はあなたの兄弟（ハッ
トゥシリ）と私をめあわせ、私は息子たちと娘たちをもうけました。ですから私の経験
（？）とはぐくむ（？）力はしばしばハッティの人たちの口にのぼるのです37）。

　プドゥヘパは、自分が多くの子に恵まれたことと王妃の座についたことは、彼女の個
人女神の恩寵の賜であると自慢げに書き送っている。こうした祈りの中には、信奉者が
自分の守護神である個人神に対して庇護を願うものや、ときには自分に苦しみを与えて
いる他の神（神々）に取りなしを願うものさえあった。

神は彼に［対して］ひどく（略）怒り、［その目を］別のところにそらし、カントゥ
ツィリに行動する力を与えません。その神のおわしますところが［天であれ］冥府であ
れ、あなた、おお太陽神よ、どうか彼の元へ赴いてください。行って私の神に話しかけ
［そして］［彼に］カントゥツィリの言葉を伝えてください（����373�	��1－5）。

　個人神の上位には「家族関係の神々」が座していた。あるテキストには、王に代わる
存在として、一連の神々への呼びかけが行われている。

私の身体の神々、私の人格（文字通り解すると「頭」の意味）の［神々］、運命の女神
たち、祖母の女神たち、国の神々、都市、山、（および）川の神々、父母の神々、男性
の神々、女性の神々、すべての上位の神々（����17�14�������14－17）38）。

　また「父（先祖）の神々（すなわち家族の神々）が次男（と）長男をお守りください
ますように」（����45�20�		�10－11）39）という祈りの言葉もある。ここで注目すべきこと
は、神々の家族もまた特定の場所とつながっていたことである。ミラ・クワリヤ国の統
治者マシュフイルワは、ムルシリ2世にあてた書簡の中で、自分の家来について次のよ
うに記している。
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わが主人、国王陛下に申し上げます。あなたの僕（しもべ）マシュフイルワの言葉をお
聞きください。「先日パズーが病に倒れました。彼の祖先神が彼に祟りを及ぼし始めた
のです。彼が祖先神（����������������� !"「彼の父の神々」）に祈りを捧げることが
できるように、私は彼を（ハッティに送り返し）ました。彼が神々への祈りを終え次
第、どうか速やかに彼を私の元に送り返してくださいますように。また領地の状況につ
いても彼にお尋ねください（����18�15）」40）。

　ヒッタイト人は、どの神からも恩寵を受けることができる代わりに、どの神からも祟
られる可能性があると信じており、そのために、その（女）神が異教起源の神であって
も、どうしたら神の怒りを鎮め、あるいは神に願いを届けることができるかを考えてい
た。ある預言のテキストに、アヒヤワとラツパの2人の異邦の神がヒッタイトの王宮に
招じられ、病に伏したヒッタイトの王の運命について尋ねられたという記述がある。こ
の訪ねてきた神々のために、ハットゥシャのヒッタイト神に捧げられるものと同じ儀式
が3日間にわたって執り行われたという。おそらく神々の像がハットゥシャまで運ばれ
てきたのだろう41）。
　神々についてもう一つ注目すべきことは、ヒッタイトの王が死後神々の世界に移り住
むと考えられていたことである。この世ではヒッタイトの王も王妃も普通の人間である
が、死と共に彼らは「神になり」（	��	���	�）42）、彼らを祭る儀式が行われていた。こう
して王と王妃は下位の神となり、いと高き神々の系譜に加えられたのである。
　神に関する以上の一般的な記述は次のようにまとめることができる。神々は多分に人
間的性格を帯び、身体と心を持ち、飲み食いし、音楽を楽しんだ。物欲すら持ってい
た43）。神の意思は理解されなくてはならず、神官は、神の物理的要求を満たすととも
に、神の意に沿うためにその意思を汲み取る義務を負っていた。

５．「神の分割」と「新しい神」

　以上に見てきたように、ヒッタイトの神々は、たとえば嵐神のように同じ名や同じ性
質を持つにもかかわらず、異なる複数の場所を拠点としている場合があった。その中で
も最も驚くべき顕著な例は、実に多くの名で呼ばれているヒッタイトの嵐神ではないだ
ろうか44）。同じ神がこれほど多くの姿で顕現しているのはどういうわけなのだろうか。
　ヒッタイトの文書の中に、アナトリア南東部のキズワトナに由来するテキストがあ
り、ここに夜の女神のために新しい神殿を建立する方法と、その神像を安置するための
手順が記されている（����481）。このテキストによると、夜の女神の住まう場所とし
て新しい神殿が建立されたとしても、女神が元の神殿を離れるわけではないという。リ
チャード・ビールは2002年の論文の中で、このテキストで旧神殿から新神殿に神を「設
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置する」という文脈で使われているヒッタイト語の動詞 	�����について論じている。こ
の動詞が「越境する／誓いを破る」と「分割する／切り離す／分配する」という2つの
意味を持つことについては研究者の間でも意見が一致している45）。ビールは、神々を
「置く」という文脈でこの動詞が用いられている場合は「分割する」という意味に解釈
すべきであると主張している46）。
　このテキストは、既に自分の神殿を持つ神のために新しい神殿を建立することについ
て述べたもので、新神殿の建設中に行う具体的な儀式など、様々な行為のことが記され
ている。2004年、ジャレド・ミラーがこのテキストの新しい版を出版し47）、その後これ
とは別に神の「分割」について論じた論文を発表してビールの主張を擁護した48）。
　このテキストには、「旧神殿」と「古い神」からの変容を経て、新神殿と「新しい神」
を「機能させる」ための一連の儀式のことが書かれている49）。また旧神殿では神に次の
ような言葉をかけると記されている。「誉れ高き神よ！御身自身はそのままに、その神
格を分かち合ってください。新しい神殿にもお渡りください。そしていと高き御座につ
かれますように！そしてこちらにお渡りになるときには、この御座だけにつかれますよ
うに！」50）。しかし儀式の中で、どの行為が神格を分けるという意味での「分割」の行
為に当たるのかははっきり分かっていない。儀式の主な手順は以下の通りである。新神
殿が完成し、新たな神像と道具一式が安置されると、旧神殿の神官たちが、古い神像に
結ばれた（羊毛製の）������と呼ばれる品に神を「宿らせる」（文字通り解釈すると「引
き出す」）。また神官たちは神殿の用地の穴から女神を「引き出す」。なお女神は、彼女
に豊富な食物を供えた儀式ゆえに、必ず旧神殿に戻ってくると想定されている。神官は
������に神を宿らせ、これを容器に入れて新神殿に運ぶ。そして各地からその神を「引
き出す」ために、新神殿から川へ行き、������を天幕まで運んでそこで生贄を捧げる。
その後神官たちは新神殿に戻って神像を蔵に置き、������を持ってきて新しい神像に結
ぶ。そして旧神殿から運んできた聖なる水と油で新神殿の壁を洗い、これを清める。次
に神の前で生贄を捧げ、儀式のための穴を掘り、新しい神像と、新神殿の壁と道具に生
贄の血を塗る。テキストは最後にこう締めくくっている。「そして新しい神と神殿は聖
なるものとなる」51）。これは、神と神殿が機能するという意味だろう。
　以上の行為は、神が新しい神殿を礼拝の場と認めたという意味に解釈すべきである。
神は新神殿に顕現するが、その存在自体は「拡散」している。つまり一カ所で礼拝され
ている間にも、同時に世界に遍在することができるのである。儀式の内容からも分かる
ように、神は、神像や祭儀用の道具だけに宿るのではない。こうした道具は清められ、
聖別されてこそ、神を呼び出すための依代となることができるのである52）。
　神々は身体を持つものと考えられていた。神々は音を聞き、においを感じ、飲食する
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など、人間と同じ性質を持つが、同時に神々は捉えどころがなく、宇宙を自在に移動す
ることができた。ヒッタイトのテキストから分かるのは、同じ神が様々な場所に顕現し
ていたということである。顕現するのは別の神や女神ではなく、あくまでも同じ神であ
る。ムルシリ2世のテキストには、その祖父に当たるトゥドハリヤが「新しい女神」を
創造したときの様子が記されている。「私の祖先、偉大なトゥドハリヤ王がキズワトナ
の夜の神の神殿から夜の神を分かち、サムハの神殿で個別に礼拝を行った」（����
32�133�	�2－4）。ヒッタイトの「新しい神々」は、既存の神々のために新しい神殿や礼拝
所を作ることにより誕生したのである。神殿が多ければ多いほど良いとされた53）。「新
しい神」について言及したある神託のテキストは、ある疫病が「新しい王の神」がもた
らしたものであると告げている。これは新しい神殿と神像を捧げられた神の顕現と考え
られるだろう54）。この神は1人の同一の神の「分身」であるが、機能を確立した時点で
「新しい神」、すなわち別の「独立した」神となり、良きこと、悪しきことをもたらすよ
うになるのである。

６．ムワタリ2世と宗教改革の概念

　ムルシリ2世の息子、ムワタリ2世は宗教改革を敢行したことで知られている。後継者
が改革を中断しなければ、紀元前13世紀のヒッタイトの宗教に大きく影響を与えていた
だろう。ムワタリ王はその治世のある時期にハットゥシャの神々をすべて新しい首都タ
ルフンタッシャに移し、そこで自分の守護神である稲妻の嵐神（����		�		�）を最高位
の神として崇拝した55）。ジィンガーはこの新しい首都への移転を古代近東の他の支配者
が行った遷都と比較して論じている。「青銅器時代後期、中東全域で新しい都が怒涛の
勢いで造営された。バビロンのドゥル・クリガルズ、エジプトのアケトアテンとピラム
セス、エラムのドゥル ･ウンタシュ、ハッティのタルフンタッシャ、アッシリアのカー
ル・トゥクルティ・ニヌルタなどである」56）。パンテオンの頂上に座す神を交代させる
というムワタリの行為が王家の反発を招いたことは想像に難くない。最も重要な礼拝の
拠点であり、ハッティの嵐神の御座所でもあったハットゥシャからすべての神像を移動
するということは他の神々に対する侮辱とも取られかねない行為であった。ヒッタイト
の伝統では、ハッティの嵐神により、ヒッタイト王の座すところはハットゥシャである
と定められていたからである57）。ムワタリの祈りから、ジィンガーは、王宮で体験した
困難ゆえにムワタリに自身の個人神であるルウィ系の神（この神は一般的な天の嵐神と
同一視されていた）をヒッタイトのパンテオンの長に据えることを決意させたと指摘す
る。ムワタリの祈りの中で、彼の神は「神の系譜の中で特別な位置を占めており、ヘバ
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トとアリンナの太陽女神の配偶者としてハッティの嵐神に取り替わった」とみなされて
いる。こうして稲妻の嵐神はムワタリの「唯一の神」となった。このことは、ムワタリ
がこの神に捧げた次の祈りの言葉にも現れている58）。

稲妻の嵐神よ、わが主よ、私は一人の人間にすぎません。私の父はアリンナの太陽女神
をはじめすべての神々に仕える神官でした。私は父から生を受けましたが、稲妻の嵐神
が私を母の元から取り上げ、私を育て、やがてアリンナの太陽女神をはじめすべての
神々に仕える神官の座へと私を導きました。そして彼は私をハッティの国の王に指名し
たのです。
（略）私の息子、孫、ハッティの王ならびに王妃、そして王子と諸侯たちは、この先も
常にわが主、稲妻の嵐神を崇拝するでしょう。そしてこう言うでしょう。「誠にこの神
は偉大な英雄であり、正しい道を示される神である！」天の神々、そして山や川もあな
たを称えるでしょう。
（略）私、ムワタリはあなたの僕（しもべ）、私の魂は喜びに打ち震え、私は稲妻の嵐
神をあがめ奉ります。私はあなたのために神殿を建て、祭儀を行います。わが主、稲妻
の嵐神よ、どうかその中で喜び楽しまれますように。

　この祈りの内容からも分かるように、稲妻の嵐神はパンテオンの多くの神々の最高位
に座する神となり、その位の高さゆえにハッティ全土に多くの神殿が建立された。ハッ
ティの嵐神も稲妻の嵐神も共に嵐神であったが、信奉者にとっては異なる神であった。
ちょうど「古い神」に由来する「新しい夜の女神」が「サムハのイシュタル」や先に述
べた「新しい王の神」などの別の神とみなされていたように、古い嵐神と新しい嵐神が
同一視されることはなかった。新しい神とは、いわば前世代の神々から生まれた、ある
いはそこから創造された神とも言うべき存在だったのである。ムワタリが、守護神であ
る ����		�		��をどの神よりも篤く信仰していたことは間違いない。

７．聖書に描かれた古代イスラエルの神々とYHWH

　この30年で、とくにウガリット文書などの北セム語系資料の研究が進展し、古代中東
の宗教という視点に立った古代イスラエルの神の概念に対する理解が深まっている59）。
古代イスラエルの宗教は実際に、その起源において多神教的であり、第一神殿が破壊さ
れる時期までは多神教として栄えていた。聖書のテキストならびにイスラエルやユダか
ら出土した碑文にも #�$�以外の神々の存在が記されており、こうした神々が人々の
信仰を集めていたことが明らかになっている。このテーマを扱った論文はこれまでに数
多く発表されており、ここでその全容を紹介することは不可能である。この章の目的は
あくまでも、先に述べたヒッタイトの宗教を手掛かりに、古代イスラエルの宗教におけ
る幾つかの表現について考察を加えることであり、以下に一部の問題点だけを取り上げ
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て論を進めてゆきたい。

７－１．YHWHの地理的定義
　モーセ五書に描かれた #�$�の主な性質は、この神がカナンの地の支配者であり、
その地に彼の民を導いているということである。#�$�は土地の神であると同時に、
古代の一族の神（または神々）の延長線上に位置する神でもあり、出エジプト記の中で
は自ら「!�%���&����!�%�（有って有る者）」および「あなたがたの先祖の神」（出エジ
プト記3'14－15）と名乗っている。#�$�は、カナンの地を支配していたからこそ、
この地を継ぐ者を指名することができたのであり（創世記15'18）、民の境を定める神と
みなされていたのである（申命記32'8）。どの神がどの支配者にどの土地を与えるのか
が判然とするのは戦争によってであり、このことは士師記11章24節のエフタの物語を見
ても明らかである（「あなたは、あなたの神ケモシがあなたに取らせるものを取らない
のですか。われわれはわれわれの神、主（#�$�）がわれわれの前から追い払われた
ものの土地を取るのです」）。上述のヒッタイトの王が敵の土地を征服できるようにその
土地の神々に力添えを祈るという儀式にも、こうした考えが表れているのは明らかであ
る。ヒッタイトの王家は、ハッティの嵐神がその土地と土地に付随するすべてのものを
ヒッタイトの王に授けたという信念を奉じていた。�����30�1のテキストには次のよう
な一節がある。「ラバルナ王が神々に愛されますように！この土地は嵐神だけに属し、
天と地の軍隊も嵐神だけのものです。嵐神はラバルナ王を為政者に指名しました。嵐神
は王にハットゥシャとすべての土地を与えました。ラバルナにその手で（直接）全土を
治めさせてください。そしてラバルナ［王］の身体の近くに侵入する者があれば、嵐神
がその者を滅ぼしてくださいますように！」60）

　以下の節からも分かるように、土地をめぐる #�$�と聖書の王との関係についても
同じ信念が奉じられていた。「王が海から海まで／大河から地の果てまで、支配します
ように」（詩編72'8）、「聖なる山シオンで／わたしは自ら、王を即位させた」（詩編2'6）、
「求めよ。わたしは国々をお前の嗣業とし／地の果てまで、お前の領土とする」（詩編
2'8）。現に聖書の王は #�$�の息子と呼ばれている（詩編2'7）61）。
　しかしながら聖書に描かれた #�$�像にはユダ王国の宗教観が色濃く反映されてお
り、#�$�は一つの都、すなわちシオンことエルサレムと同一視されるようになって
いった62）。ダビデ王は首都をエルサレム（シオン）に移し、ヘブロンの先祖の礼拝所を
見捨てた。そして #�$�を自分の守護神としたのである。
　エルサレム以外の場所にも礼拝所が設けられていたことは聖書にも記されている
が63）、その事実をさらに明確に示しているのが前世紀にイスラエルで発見された碑文で
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ある。これらの碑文には、地域的に限定された #�$�のための礼拝所のことが記され
ている。クンティレット・アジュルド遺跡から出土した碑文には、北イスラエル王国の
首都、ショムロン（サマリア）の #�$�や、イスラエル南部の地域を代表するテマン
の #�$�のことが述べられている。この点についてジェレミー・ハットンは次のよう
に結論している。「クンティレット・アジュルドの碑文は、統一された共通の #�$�
像に単に地域色が加えられたことを示しているのではない。それどころか、むしろこの
碑文に描かれているのは、限られた地域だけにひっそりと顕現する、断片的で流動的な
紀元前8世紀初頭の神の姿である」64）。ハットンは、クンティレット・アジュルドの土地
神はテマンの #�$�であったが、別の姿で顕現する #�$�を同じ場所で信仰するこ
ともできたはずだと論じている65）。この遺跡は紀元前8世紀前半のものであり、当時は
イスラエルの王―おそらくヤロブアム2世―がこの一帯を支配していた。ここがイスラ
エルの土地であったことを考慮すると、この碑文には神の世界に対する古代イスラエル
の宗教観が現れていると考えてよいだろう。またこの碑文は、女神アシラ（����&
(&)*�
����&）の存在にも言及しており、さらにヒルベト・エル・コム遺跡から出土したユダ
の碑文にも同様の記述があるが、この件については稿を改めなくてはならない66）。
　またヒルベト・ベイト・レヒ遺跡でも別の碑文が出土しており、ナヴェはその内容を
次のように解釈している。「#�$�はすべての土地の神である。ユダの山々はエルサレ
ムの神のものである」67）。#�$�が所有する土地とは明らかにユダのことであり、この
神は「エルサレムの神」である。同様に、歴代誌下32章19節にも神の正体が明確に定義
されている。「彼らは、エルサレムの神を、人の手の業にすぎない諸国の神々と同じよ
うに考えて語った」68）。
　#�$�が様々な形で顕現することを示す証拠は多くはないが、証拠が存在すること
は確かである。ベンジャミン・ゾメルは最近の興味深い著作の中で、彼自身が「神の
（複数の）身体」と名付けたテーマについての論を展開し、#�$�の性格の流動性につ
いて語っている69）。著作の導入部でゾメルは、聖書の神が一つの身体を持ち、さらに幾
つかのヘブライ語のテキストでは、神が人間的性質を備えた存在として描かれているこ
とを指摘し、次いで北セム系とメソポタミア系の神々の性質を検証した上で、どの神も
「流動的」で多重的存在とみなすことができると結論している。「一人の神は同時にいく
つもの身体の中に宿ることができた。さらに神は断片的、あるいは漠然とした存在でも
あった。（略）一つの神の、その土地やさらに天においての様々な顕現が、どういうわ
けか、実質的に互いに同じであり、同時に互いに別物であるということが可能であっ
た」（���12、14）。第2章でゾメルは、クンティレット・アジュルドの碑文を根拠に、イ
スラエルの神の「流動性」という用語について持論を展開している（���38）。彼はヘブ
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ライ語聖書の +!文書に #�$�が「流動的」な存在として描かれていることを指摘し
た上で、聖書のテキストは2つの対立する伝承を伝えていると断じている。一つ目の伝
統は神の「流動性」を肯定しているが（+!文書）、二つ目の伝統、すなわち申命記文書
（�）と祭司文書（,）の伝承ではこうした考えは表に出ず、一人の神を祭った神殿こそ
が安泰であり神聖であると強調している。この神は永遠にその神殿に宿るのだとい
う70）。ゾメルのいう「流動性」はヒッタイトの神の概念にも当てはまる。
　ゾメルの論を受けて、ハットンは次のように指摘している71）。「顕現した神はいずれ
もヤハウェという名を共有しているが―ゾメルの言葉を借りればいずれも『同じ神であ
る』が―信奉者たちの経験においては、それぞれの神は別々の生を送っていたものと思
われる。［略］クンティレット・アジュルドに神が現れたことは自己矛盾とはみなされ
ておらず、むしろ『断片的なもの』として、すなわちヤハウェが『別の存在として別の
場所に顕現した』ものと理解すべきである」72）。このように述べた上で、ゾメルを支持
するハットンは、申命記6章4節の「われわれの神、ヤハウェは一つのヤハウェである」
（ハットンの私訳）という「表明の曖昧さ」を指摘し、こう結論する。「申命記6章4節に
は不自然な構文が意図的に用いられている―つまり固有名詞がなぜか可算名詞として使
われている―が（略）これは、ヤハウェの地域的顕現を区別することが構文上もまた神
学上も不適切であることに注意を喚起するために、綿密に計算されてのことではないだ
ろうか」73）。
　ヒッタイトのテキストには、「神の分割」すなわち一人の神を国内各地の多くの神殿
に分けて祭り、それぞれに新しい名前（～の場所の～の神）を与えたことが記されてい
る。その意味で、申命記6章4節の宣言は、#�$�の分身が各地に顕現するという考え
に異議を唱えたものと解釈することができそうである74）。
　初期の頃、古代イスラエル人にとって #�$�は数ある神々の内の一人であった。そ
の当時サマリアやユダでは神像や象徴を用いて神々への礼拝が行われていたが、こうし
た信仰は西セム系の宗教世界に属するものである。#�$�の起源がどこにあるのかは
まだ完全に解明されたわけではないが、ダビデ王が #�$�を王家の信仰の頂点に据え
たことは間違いなさそうである。#�$�のための儀式はエルサレムで行われており、
王国が分裂した後は、エルサレムの王家の信仰と区別するために、ヤロブアムが
#�$�礼拝のために別の手順を導入した。このようにヤロブアムはサマリアの #�$�
信仰に力を入れたが、それでもなお聖書にはヤロブアムがベテルとダンに礼拝所を設け
たと書かれている（列王記上12章）。サマリアが王都となるのは、それから約半世紀後
のオムリ王の治世のことである（列王記上16'24）。
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７－２．幕屋におさめる神の聖櫃およびその他の品々をめぐる解釈
　夜の女神の新しい神殿建立について書かれたヒッタイトのテキストには、神殿の構造
と女神像の造り方が指定されており、最初に神像の造り方について、次いで他の品につ
いての説明が記されている。ここには新しい神殿の建て方について細かい指示が与えら
れているが、出エジプト記25章以降でも幕屋の造り方についてモーセに指示が与えられ
ており、両者の間に共通点を見ることができる。ヒッタイトのテキストで最初にすべき
こととされているのは神像の建造であり、聖書の場合は聖櫃造りがそれに当たる。神像
も聖櫃も金で覆い、装飾を施すよう指示されており、またいずれのテキストでも、その
後半で材料の数や質、その使い方などについて細かい指示が与えられている。聖書のテ
キストからはまるで初めてこうした指示が与えられたかのような印象を受けるが、この
テキストはおそらく昔の伝統を基にしたものと思われ、その伝承がヒッタイト（キズワ
トナ）の伝統と共通している可能性もある75）。
　ヒッタイトの新神殿の建立については、ある人物が作業を主導しており、常に祭司た
ちとともに儀式を執り行っていた。その人物とは王（または莫大な費用を要する神殿を
建立できるだけの力を持った支配者）以外にありえない。テキストの中でその人物は
「神を別のところに打ち立てる儀式の庇護者」と呼ばれており76）、その存在は正に出エ
ジプト記のモーセや列王紀のソロモン、あるいは歴代誌のダビデを彷彿とさせる。ヒッ
タイトのテキストには、油で新しい神殿を清めると記されており、神殿の道具や神像一
式に血を塗ることによりその神殿は聖別される（	����	�）という言葉で締めくくられ
ている。そして聖書に記された幕屋の話でも、やはり最後には油と血を塗って幕屋と祭
司を聖別すると書かれているのである（レビ記8章、出エジプト記29章）77）。
　ヒッタイトのテキストと図像から、ヒッタイトの神官たちが神像を礼拝所に運ぶ役割
を担っていたことが明らかになっている。神像の移動には雄牛に引かせた車が使われて
いたが、このことは、サムエル記上6章15節とサムエル記下6章の聖櫃を運ぶ記述を連想
させる。神像を直接手で運ぶことができた者は神官と巫女のみであり、あるときには、
神官が神像を箱の中に入れ、その箱が車で運ばれたこともあった78）。
　ヒッタイトの神の概念と聖書の共通点は祈りの中にも現れている。既に述べたよう
に、ヒッタイトのテキストには数多くの祈りが含まれている。その中で、王子でありお
そらく神官でもあったカントゥツィリの個人的な祈りの言葉を紹介しよう79）。

わが主よ、わが母が私に生を与えて以来、わが主よ、あなたが私を育ててくださいまし
た。わが主よ、［私の名］と私の名声はあなただけのものです。あなた［わが主よ］は
私を善き人々の中に加えてくださいました。わが主よ、あなたは、私の行いを影響力の
ある（文字通り解釈すれば「強力な」）場所へと導いてくださいました。わが主よ、あ
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なたは私を、あなたの体と心の僕（しもべ）カントゥツィリと呼ばれます80）。幼き頃よ
り受けていたわが主のご加護、私はそのご加護を知り［感謝しています］81）。

　この中でカントゥツィリは、信奉者である自分自身を「あなたの体と心の僕（しも
べ）」と呼んでいるが、この言葉は彼が神官であったことを示唆している。なぜならこ
れは、神官たちに神々の身の回りの世話をし、その �	��������すなわち「魂、意思、要
望」に沿うよう指示を与える中で、彼らを叱責するために用いられる言葉だからであ
る。詩編143編10節では「-./0」という言葉が次のような文脈で使われている。「御旨
（-./0）を行うすべを教えてください。あなたはわたしの神。恵み深いあなたの霊（1.0）
によって／安らかな地に導いてください」。

８．結論

　古代中東の文化について知れば知るほど、習慣や信仰上の共通点が浮かび上がってく
る。ヒッタイト帝国と古代イスラエル人の間に直接の接点はなかったかもしれないが、
いずれの文化も古代中東圏に属しており、両者の間では物資や思想、文学的伝承などが
幅広く行き交っていた。ヒッタイトのテキストの方が古代イスラエルのテキストよりも
旧い伝承を伝えているが、聖書のテキストを精読すると、その中に旧伝承の名残を見つ
けることができる。ただしこうした伝承には後世の聖書編纂者たちの判断で脚色が加え
られている。ゾメルは祭司文書と申命記文書の編纂者たちが +!文書の神の「流動性」
を隠そうとしたと指摘しているが、私も同じ意見である。そしてヒッタイトの資料は、
この指摘を裏付ける新たな証拠を呈示してくれるのである。
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�����”�������
 ��������!��%���14�(1994)��81�102�

14）� ��
&2&���	�3�����$�%���90�「様々な土地の神々が、まるで底なしの巨大な坩堝にも似た
ヒッタイトのパンテオンに集い、一つの不可分な存在へと組み込まれていった」。

15）� �ヒッタイトのパンテオンについては以下の著作を参照。 &J	�T�,��N���)���&�����(�����
������($&�&O���J&I�2	J�,K��	J&
	����1995)��91�102��110�115�� アナトリアにおける
HKO	&�����	3	��の詳細な説明に関しては以下を参照。 &�L��I��K

����“���J
��L�
HKO	&�����	3	���”� 	�'�"
��������� (�I�������&	3� ��J������S��68��H�	I�����
������	����
2003)��211�279�

16）� �����21�27�	��3�6M�以下の著作を参照。�&�%���JN2&���“�	

	
�����	3	���”�89��ハッティの王
家を守護していたのがハッティの嵐神とアリンナの太陽女神であったことを考える
と、王妃のこの言葉にはヘバトを崇拝する理由を説明しようという意図があったのか
もしれない。
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17）� �ハットゥシャのヤズルカヤ遺跡の岩に彫られたヒッタイトの神々のレリーフ像につい
ては、以下の著作で最新の研究成果が報告されている。+��3�����������4�%�#��0�%����
!����5�"
��'�������)�*��!��*�������(������������(
����	�������&�I���
&��K���#&%	��&�	��2011)�

18）� ��
&2&���	�3�������������6�7������ ��� �
�����$����(�4�%� �
���&
� �
��!�����4�%��(�
��&
����&�8#"'�9:;<�(��S����
�&�
&���J���&��,����1996)�

19）� ��
&2&���	�3�������������6�7�������176�177�
20）� �異邦の神々のためにハッティの土地で行われる儀式についても同様である。
21）� �興味深いのは、こうした神々が「異邦の」（���������「外部の」という意味）神々と
は呼ばれていなかったことである。しかし異邦人が神殿に立ち入ったり、神々のそば
に近付いたりすることはヒッタイトの宗教法および国法の下で厳しく禁じられてお
り、唯一外交上の代表者だけが、王の許しを得た上で神殿の礼拝に立ち会うことがで
きた。����264� 		��6�10には次のように書かれている。「しかしながら、異邦の高官が
何者かの元を訪れた場合、その人物が神殿に入ることを（許されて）おり（かつ）普
段から神々と王の戸口をまたいでいる者であれば、神官はその者を神殿の中に［入
れ］、飲食させるものとする。しかしハットゥシャの人間ではない外部の者が神々に
近づけば、［その者は死なねばならない！］また（その人物を神殿に）入れた者は
［誰］であれ、死刑に処する」。以下の著作を参照。�I&��&33&���������'�������
7����
��%�(���
��26M���	I�����3��$	�
�������&3��2006)��73�74��

22）� ��
&2&���	�3��は “�������K&�I���I��L��&

	�”�83で古ヒッタイトのアニッタ・テキスト
を取り上げ、「われわれの神（神々）」と「彼らの神（神々）」という対立する概念、
すなわちヒッタイトの神々と異民族の神々の区別について論じている。

23）� ��&�	����J�O�2����“U��2I����

��� 	���&

	'��	����
�	
	J������	3	���	2���&��K�3L��I�����
�%�N��
	2K�K�I���3����K�3�”� 	�'��=>>?@=ABCD=EFGH��I=J���>KL>�MM�L�K� LN��O=PP?PQJ��RI�
%�������� ������S�� ��
���&
	��&��������VK	K2�I�����K
J����S�	��
������J�&L
��22��24��
 ����2006��$	���K�3�(�I�������
�$	����2��$	��&I�����&��&�O	
���2008)��137�157�

24）� ��I&��&33&���������'�������7����
��%��377�380�
25）� ��
&2&���	�3����'�������7������($�	
	�3�L��2�
�����J	��
�$���I�11M��
�&�
&����H��2002)��65�
26）� �このテキストと注解については以下の著作を参照。�I&��&33&���������'�������7����
��%T�

71LL�
27）� �以下の著作に神託を受けるための様々な作法が詳しく説明されている。�	J�&�I���&���

“�	

	
��S�&J���”� 	�'���&�*���%�.�0�������� ��� �
����*�����+���%� (�I��H�I&��	�&����&�I�
+��&
�&����	I������J	��
� &3	J�&�I��	�	�&
	�����M�H�	I������	����2002)��57�81��以下の著作も
参照。�	J�&�I������&���“���&�	�3�L��2��	

	
��S�&J���WK�
	��'�S�����	3	������J	�
%��,%J����3%�
&�I���J		��� &N	�3�”� 	�'�!��0���������*�T�,�7�����(�I��,	�
����&�&J�&��$&�&O���3&I���
2002)��11�37�

28）� �これらのテキストの翻訳については以下の著作を参照。�	J&��I���&���“�K�	�3�
���&L�
%�
�L�
���N	�3�IK�	�3�
���O	�
���”�	�'�#����/���(�!*�������������1�(�I��$	��	&2�$���&�������������
H�	I�����
������	����2003)��207L�
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29）� ��&�%���JN2&���“S�&J���”� 	�'�#����/���(�!*�������������1� (�I��$	��	&2�$���&�������������
H�	I�����
������	����2003)��206L��神の世界と人間の関係については以下の著作を参照。
�	��	��+�&������	���“�	�	���$�&
��&�I��	�	��� ��J%��L�
����	

	
��&�I��K��	&����	
	��”� 	�'�
	G>>RL�K�M�
CMP�?PI�QG>>RL�K��B=MNK�MELQF�L>� LP�I�P���RLQLCP�P�I�J��ML�P>J�?PI�I�M�P>LF��
(�I����	��&�I������&
��&�I����2&�����	�JN��2&��������3��K3K
���	���	
�
���

	�3����

2008)��67�77�
30）� �ヒッタイトの神官職に与えられた様々な指示の内容、ならびに聖書の神官職の解釈と

の関連性については以下の著作を参照。�I&��&33&���������“�����&�
�,�	�
���I'�����
�K�
K�&��H�3&��&�I����	3	�K����J
��L��	��	J&��&�I��	

	
��,�	�
���I�”� 	�'�7�������%�
��0�������'��������%�"��%������(�I�� &�N�H�KJ�
���&�I�+���2%��K

������J	��
���&���&�I�
�
�H	
��&
K�����	�M��
�&�
&����H��2011)��11�24�

31）� �「テリピヌは家に戻り、彼の国に心を向けた。窓の靄は消え、家から煤が消えた。祭
壇には神々が戻ってきた。炉からは木灰が消えた。彼（テリピヌ）は畜舎の羊を解放
し、牛舎の牛を解放した。母は子を慈しみ、母羊は子羊を、母牛は子牛を慈しんだ。
テリピヌは王と王妃を＜慈しんだ＞。そして彼らの生、活力、そして未来（存在）の
ために、彼らに心を向けた」。翻訳については以下の著作を参照。�&�%���JN2&���“����
$�&
���L����	�	�K�”� 	�'�#����/���(�!*�������������1� (�I��$	��	&2�$���&�������������H�	I���
��
������	����2003)��151�153L�

32）� ��
&2&���	�3����'�������7�������50�(§1)�
33）� �����7�60�		��31�32'�����	�����	�������X�����������H !"���	�����%������U�������%���	�	��

����������������������������������U����1����4����	�	��������%���������������	�����������
��1�����"������������������������������������

34）� �このテキストの扱いについては以下の著作を参照。�I&��&33&���������“��
O����*������
SO����	���&�I��	
K&�����	��	J&��&�I��	

	
��,����J
	���”� 	�'�#��������������7���������%�
)�����%�����������5�"
����&�*���(���*�$����&������%������%� (�I����%�!���&���&�I��I&�
�&33&������������K�J��L����	��	J&���
KI%�(���)���	���L���H�,K��	J&
	��)��(U��
�J�2	�3�

2014)
35）� �以下を参照。�����"*3��476�477�
36）� �翻訳については以下の著作を参照。������&��I�����K
��“�����3%��L��&

K�	�	�����”� 	�'�

#����/���(�!*�������������1�(�I��$	��	&2�$���&�������������H�	I�����
������	����2003)��202�
(���K2��3'1�13)�

37）� �����21�38������57LL���&��%������LL����+��による翻訳。�������(�����
��'�������3��&%����
287を参照。

38）� �以下を参照。����"*3��478�
39）� �以下を参照。����"*3��481�
40）� ��&��%������LL����+�����������(�����
��'�������3��&%��T�321�322�
41）� ��	�3��が “�������K&�I���I��L��&

	�”�96で指摘しているように、エジプトのエル・ア

マルナ遺跡で出土したテキスト（!�23）にも同じようなことが書かれている。これ
によるとミタンニの王トゥシュラッタがニネベのイシュタルをエジプト王の元に送り
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出したという。おそらく病床にあったエジプト王の回復を願ってのことだと思われ
る。ヒッタイトのテキスト ����570�1� 		��57’�64’ の音訳および翻訳については以下の
著作を参照。�&�%���JN2&������������%J��&�I�!�	J���	����"
���

������"�/��($�	
	�3�
L��2�
�����J	��
�$���I�28M��
�&�
&����J	�
%��L��	��	J&��H	
��&
K����2011)��192�193�

42）�以下を参照。����"*3��494�
43）ある神託のテキストに記された ��K��&の神の怒りを鎮めるための質問が大変興味深

い。H�  �神の蔵で王妃が金のヘッドバンドを作ったところ、��K��&の神が夢に
現れてそのヘッドバンドを差し出すよう求めたが、王妃は応じなかった。王妃はヘッ
ドバンドを侍従の家に預け、代わりに銀のヘッドバンドを2本作って ��K��&の神に捧
げたが、神はそれを受け取らず、怒りを現わにしたという。神託の作法については以
下の著作を参照。�	J�&�I���&���“���&�	�3�L��2��	

	
��S�&J���WK�
	���”�14LL�����22�70
のテキストの翻訳に関しては以下を参照。�&�%���JN2&���“!
J���
�L��2�&��S�&J���
�����
�”� 	�'�#����/���(�!*�������������1�(�I��$	��	&2�$���&�������������H�	I�����
������	����
2003)��204�206�

44）� �以下の著作を参照。,�	������+����KO	�N�
����&
���“�����	

	
���
��2���I'��	������&�I��	�
�K����JJ��I	�3� 
���	

	
���K��	L��2���K�J��”� 	�'�1�������7
�������5�"
����������&T�
.���*�������%�.�*������������
���1-�(�I�����+��$�� �	T�����2
��I&2��1992)��83�148�

45）� ��	J�&�I������&���“�	�	I	�3�����I�”� 	�'���&�*���%�)������ ���"
����*�����+���%� (�I��,&K��
 	��JN	�&�I� &��	�� �%����H�	I�����
�����������	����2002)��197�208。それ以前、研究者
は文脈に応じて「移転する」または「取り除く」などの単語を用いてこのテキストを
翻訳していた。

46）� ���&����$�%���198に2つの例文が紹介されている。「そして私の兄（ムワタリ2世）の治世
に、私（ハットゥシリ3世）はサムハの女神 "&K3&を分割（	�����I）し、彼女のため
に ��	N	�&に新しい神殿を建立した」。「神託により分割（	�����I）されることが決
まった女神は、［神託により］Y	
�&�&に移されることになった。彼女は奥室に祭られ
るであろう」。����"*2��235に記された上記の文には「既存の神像、神殿、および礼
拝所と同じものを別の場所に造ることにより、その神を分割する」という意味も込め
られている。

47）� �+&��I�H�� 	������!��%��� ��� �
�� ��&��T�.�0�����������%�����������������(� �
��3����������
)������(�
����46M�$	��&I�����&��&�O	
���2004)��259�439�

48）� �+&��I�H�� 	������“��

	�3����
�����II���L�
����	3�
����&�&
��%�”� 	�'����������������(�*�5�
'������T�4�������%�"
����1��&
$����(�I�����+������	��� ���&J��&���&�&�I��������K
���L��I��
S
L��I��2008)��67�72��ミラーのこの論文は神の「進化」について理解を深め、夜の女
神をサムハのイシュタルと同一視すべきかどうかを考察することを主眼としている。

49）� �新しい神 ����H�������M�新神殿 ����H������������� **�古い神 ������������������M旧神
殿 ��������������������

50）� �ジャレド・ミラーの翻訳は以下に掲載されている。“��

	�3����
�����II���L�
����	3�
�
���&�&
��%�”�67��ビリー・ジーン・コリンズは以下の著作でミラー版とは若干異なる翻
訳を発表している。�	��	��+�&������	���“!
&��	�	�3�&���O���2����L���
�����II���L�
���
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�	3�
�”� 	�'�#����/���(�!*�������������1�(�I��$	��	&2�$���&�������������H�	I�����
������	����
2003)��177��コリンズによる翻訳「あなた、誉れ高き女神よ、あなたの性格／身体はそ
のままに、あなたの神格を分割して、これらの新しい神殿にお渡りください。そして
いと高き御座におつきください」。

51）� �ヒッタイト語の表記は以下の通り。��������������H�����������������	���������	����
(����29�4�	���40)�

52）� �メソポタミアでは神を像に宿らせるために神像の口をすすぐ NVJAOWという儀式が行わ
れていたが、私の知る限り、ヒッタイトのテキストにはこれに厳密に相当する儀式に
ついての記述はない。このメソポタミアの儀式にキズワトナのヒッタイト－フルリの
�������という儀式を関係づける最近の試みについては以下を参照。�	
&��
�&K��
)����&��&�����������3���������5�-��������������-�(��*
��&�
��
���*
���)��������%������
��%�3�����&�*
�*
���(����	�����O�#��N�������K%
����2006)��216�283��このメソポタミアの
儀式については以下の著作を参照。���	
������$&�N���&�I� 	J�&����	JN��"
����%�*�����
C��>K���?R>��N=Q��LP�P�L�P>���JCOC>=NL=��>K����JCOC>=NL=P��VJ��W��L>?=R��>M=PJRL>�M=>LCP��
����������T���%�*����������(�����%�	&����

�����K�,��T�J
��2001)�

53）� �礼拝に関するテキスト集の中に ��	KO&の町の嵐神の一覧が記載されており、2つの
����	��
���が「2人の古い神」、神像1体、鎚矛1本、太陽円盤1枚が「3人の新しい
神」とみなされている。����38�23������7�9��10��11�����"*3��496�

54）� �����5�3�		��1�2M�5�6�以下を参照。�����"*3��476�
55）� �この行為については、「謝罪」と呼ばれるテキストの中でハットゥシリ3世が簡単に触

れている以外一切記録が存在しない。詳しくは以下を参照。������&��I�����K
���$�%���
200��「さて私の兄ムワタリが彼の神の命を受けて低地へ赴いたとき、彼はハットゥ
シャ（の町）を去った。彼はハッティの［神々］と先祖の魂（逝去した歴代の王）を
掲げ、［タルフンタッシャ］の土地へと運んだ。」

56）� ��
&2&���	�3����“����L&	��I���L��2��L��N���&
���&�I� KO&
&��	�”���!�-!�6�(2006)��37�58��
�

�'**OOO�
����	
	�2K�K2�&J�KN*�2&�*	K�6*	�3����
2���この引用は ���37から。

57）� ������1�30��以下を参照。����"*1��102�
58）� ��
&2&���	�3��による翻訳。���������6�7�������40�
59）� �以下の著作は、以前の研究の視点も交えながらこのテーマを大局的に論じている。

 &�N�����2	
���"
�� ��&����(���$��*��������
���5������6�7����
����*���*�&����%���%��
��
�&�����*�"�/��(S
L��I���	���	
%�,����2001)��以下の著作も参照。 &�N�����2	
���-�����
'�������(�4�%5���
��
���%� �
���.�����������*�����������(�	��	J&�����K�J�����	�M�$2�����
!��I2&��,K��	�	�3���2�&�%��2�I�!I	
	����2002)�

60）� �翻訳については以下を参照。�����"*1��102。また以下の著作と比較すること。�&�����
�	
����JN��“�K
���	
%�&�I�H&O�	��
����	

	
���	�3I�2�”��� !�!�����17�(1954)��16��ヒッタイ
トのテキストの音訳については以下の著作を参照。�I&��&33&���������'�������
7����
��%��235�

61）� �以下の著作を参照。���2&������&�����"
�����%�������5�!�/���$��*����%����&���( 	���&���	��
U��
���,����1995)��17�32�
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62）� �以下の著作がこの2つの王国の信仰と宗教的実践の相違点に簡単に触れている。
U�&�J�J&��
&��&N��K��K�&�I�+�����&�
����“��
��IKJ
	��'����	3	�K��	���	
%�	����J	��
���&���
&�I�+KI&��”�	�'�)���&����.�0�����������*�������������%���%�
�(�I��U�&�J�J&��
&��&N��K��K�
&�I�+�����&�
����H��I�����Z����&�N���
���&
	��&���2010)��1�8�

63）� �以下の著作を参照。�	&�&�!I��2&���“�K�
	J��	
��&�I���2���
����%��I�
���+��K&��2�
��2����”� 	�'�)���&����.�0�����������*�������������%���%�
�(�I��U�&�J�J&��
&��&N��K��K�
&�I�+�����&�
����H��I�����Z����&�N���
���&
	��&���2010)��82�103�

64）� �+���2%� ���K

����“H�J&�� &�	L�
&
	����L�#�$��&�I�$���	��	��
�����
��
	J�'�����
�����
�K�
	���
�‘�T�KI�”���1-)�10�2�(2010)��205�

65）� �+���2%� ���K

�����$�%���202�204�
66）� �以下の著作の註釈部分で、これらの碑文の「アシラ」が #�$�の配偶者を指す一般

名称なのか、それとも ����&
&神の個人名なのかという問題について考察が加えら
れている。�&I&���&’&2&���“������J�	�
	����L��K�
	���
�‘�T�KI�����K3��
���H����L��	
��	J&��
���&�J��”��&�����,��
��&����43�(2011)��299�324��これらの碑文およびその場所について
の最新の論文に関しては以下の著作を参照。Y�’��� ������3���������X�Y��%�8'��0���
"����<5����������&�����)���&����!��������
����%�
�!��������%���(+��K&��2����&���!
����&
	���
��J	�
%��2012)�

67）� �この碑文は紀元前6世紀のもので、洞窟の中から発見された。内容は次の通り。
(��	���
���	
�H�	�5)'�QR[0\�\]R^R�.R�_]\�\0]�`0^]�Ra�\]R^�].]\��ただしこの解釈がすべての研
究者に受け入れられているわけではない。参考までに以下の著作も参照。U�$�������
���������������'�$������*�������5�"�/�� (�����
����$��*���7����%��(� �
�������*
�����
�
#��*��%��*��(��O��&����H��I����#&�����	���	
%�,����2005)��128�

68）� �ヘブライ語の表記は以下の通り。Q_^]�\_\�][bc�`0^]�\cb�\]R^�Rba�QR[.0\�\]R^�R^�.0d_\.�詩
編147編12節でもヤハウェがシオンの神と呼ばれている（イザヤ書4'5、18'7、24'23、
ヨエル書4'16�17などでもヤハウェの名がシオンと並んで記載されているので参照の
こと）。スペンサー・アレンが指摘するように「地名を従えた名前（シオンのヤハ
ウェ）はフルネームのような役割を果たさない」ため、ある都市と共に #�$�の名
が語られていても、それを別の神の名と解釈すべきではない。以下の著作を参照。
����J���H���������“���!
&2	�&
	����L����
�O�
���2	
	J��&2��&�I� 
�����
��H�J&
	���”�
�-! "�2�1�(2013)��61�82��この引用は ���71から。

69）� ����T&2	�������22����"
����%����(�4�%���%� �
��+���%��(���*����� ������ (���� +����
�&2��	I3����	���	
%�,����2009)。この著作についてはキンドルの電子版を参照した。

70）� �神聖の概念およびこの概念と #�$�の特徴との関係については、同書第4章～5章を
参照。

71）� �+���2%� ���K

�����$�%���205�206�
72）� ����T&2	�������22�����$�%���13��15から引用。
73）� �+���2%� ���K

�����$�%���260�
74）� �これと対照的なのが、イザヤ書43章10節の「わたしの前には神は造られず／わたしの

後にも存在しない」という記述である。
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75）� �その後イスラエルの神が「イスラエルの人々のただ中に宿り、彼らの神となる」（出
エジプト記29'45）ために、戒律が記された石板が聖書の神の聖櫃に収められる。ま
た #�$�の姿が天幕の上の雲に現れ（出エジプト記40'34）、さらにソロモンの神殿
にも顕現する（列王記上8'10－11）。

76）� ���������������������	�
������������	��	����������������	�!���������HX������ ���� !"�
��������	�����������������������������������「神を別のところに打ち立てる儀式の庇護
者、神官ならびにカトリ女と呼ばれる女神官は翌日身体を洗い清める」。以下の著作を
参照。+&��I� 	������!��%�������
�� ��&��T�.�0�����������%�����������������(��
��3����������
)�����T�277�278�(§8���	��52�54)�

77）� �これらの聖書の物語に様々な伝承が含まれていることは、ここで簡単に紹介した通り
である。血で神官を聖別するという聖書の記述と、夜の女神のテキストの扱いについ
ては以下の著作を参照。#	
��&V�U�I��������%�-/�����������'���������%���$��*���)�����5�
 ��&��T�#����/�T���%�������&�($�	
	�3�L��2�
�����J	��
�$���I����2M��
�&�
&����H��2011)��
26�33�血をめぐる別の解釈については以下の著作を参照。�	��	��+�&������	���“���
&
K��
L���
�����	
%�”�29�32�

78）� �����24�107には「彼らは神像を籠の中に入れた／据えた（？）」と書かれており、ま
た ����53�14�			��15�16には「彼らは神像を車の中に戻して立て、彼の神官がその傍ら
で神像を支える」と記されている。これは神像が車から落ちるのを防ぐためだろう。
聖書は、神官ではないウザが神の聖櫃に触れ、その場で命を落としたと伝えている
（サムエル記下6'7）。神官以外の者が神の道具に触れることは許されていなかったの
である。����"*3��496を参照。以下の著作には、サムエル記上6章に記載されたペリ
シテ人の宗教行為は古代イスラエルの宗教慣行によって説明することができると述べ
られているが、むしろ神の怒りを鎮めるために行われたヒッタイトの神託との関係が
深いと見るべきだろう。�	J
�����	3I����K��O	
���“������
K����L�
�����N�&�I��2���2��
�I�
S
�S2���”�	�'������
��+�%����(��
��-��5�!��%������1����-��������*
�����&����%�'������
���'����� �(� -�������.2� ���� (�I�� &%�����K���� ��� �����S�S�� U�	��K�3���

	�3����
�&�I�����JNZ�K���J�
��2012)��177�185。

79）� ��&�
K�	�	とその祈りの詳細については以下の著作を参照。�
&2&���	�3����“�	��&�I�
,K�	�2��
� 	���	

	
��,�&%���”� 	�'����-/������*�%�!*��$��+
��1�&��*��1��
��&5���*�����
1����-������!��%��� ���'������(���*�$�3����� (�I��#	
J�&N���L&
	�����������
��I&����H�
,����2005)��557�567�

80）� �e������������������������� �3���������� ��&&�	���	� �	�������	���	� ���3���������� (����
21�22������14�15)�

81）� ��
&2&���	�3����'�������7�������31�(§2’)�


